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北海道教育大学紀要編集委員会決定  

 

論文は，別紙原稿レイアウトを参照の上，以下に従い作成すること。  

 

1.  使用言語は，原則として日本語又は英語とする。  

 

2.  原稿用紙の大きさは，日本工業規格 A4サイズとし，原則として本委員会

が提供するテンプレートを使用して作成する。  

 

3. 表記の方法等は以下に従うものとする。  

(1) 1頁の字数等及び刷り上がり頁数  

 １頁の字数・行数  刷り上がり頁数  

和文  

横書・ 2段組  22字×40行×2段  

16頁以内  

横書・ 1段組  48字×40行  

縦書・ 2段組  34字×27行×2段  

英文  
横書・ 2段組  44字×40行×2段  

横書・ 1段組  96字×40行  

(2）文字フォント及び文字の大きさ  

文字  

フォント  

和文  明朝体   

英文  Times New Roman  

文字の  

大きさ  

タイトル  12pt 太字  

サブタイトル  10.5pt  

著者名  10.5pt  

所属  7.5pt  

概要  10pt 見出し：太ゴシック体・ 2行取り  

本文  10pt 
見出し：太ゴシック体・ 2行取り  

小見出し：太ゴシック体  

引用・参考文献  8pt 見出し：太ゴシック体・ 2行取り  

脚注  8pt  

ヘッダ・フッタ  7.5pt 原稿には記載しなくてよい  

(3）句読点は，和文の場合は「。」「、」，英文の場合は「 .」「 ,」を使用する。  



(4）括弧は全角とし，「―」（ダッシュ），「…」（三点リーダ）は 2文字分記

載する。  

(5）数字は，原則として算用数字を使用する。  

 

4. 論文冒頭に，表題及び著者を , 以下に従い記載する。  

(1) 和文原稿については，日本語で表題，著者の氏名及び著者の所属を記

載し，横書論文の場合は，その下に，英語で表題，著者の氏名及び著者

の所属を記載する。  

(2) 英文原稿については，英語で表題，著者の氏名及び著者の所属を記載

し，その下に，日本語で表題，著者の氏名及び著者の所属を記載する。  

(3) 英語による表題の記載は，キャピタリゼーションルールに則ったもの

とする。  

(4) 著者の記載方法は，以下の記載例及び説明に従うものとする。  

【日本語の記載例】  

単著の   

場合  

教  育  太  郎  

北海道教育大学札幌校学校教育専攻  

共著の  

場合 (1) 

教育  太郎・教育  花子  

北海道教育大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻  

共著の  

場合 (2) 

教育  太郎・教育  花子 *・教育  次郎 * * 

北海道教育大学函館校地域協働専攻  

*北海道教育大学保健管理センター  

* *○○大学○○学部  

 

【英語の記載例】  

単著の  

場合  

KYOIKU Taro  

Department  of  School  Education,  Hokkaido University of  Educat ion,  

Sapporo  

共著の  

場合 (1) 

KYOIKU Taro and KYOIKU Hanako  

Graduate School  of Education,  Hokkaido University of Educat ion  

共著の  

場合 (2) 

KYOIKU Taro, KYOIKU Hanako *  and KYOIKU Jiro * *  

Department  of  Regional Cooperation,  Hokkaido University of  

Education,  Hakodate  

*Health Administration Center ,  Hokkaido University of  Educat ion  

* *Facul ty of  ○○○, ○○○ University  

〈説明〉  

①  共著の場合は，第一著者名を先頭に記載すること。なお，文責分担を

適宜記載することが望ましい。  

②  責任著者（コレスポンディング・オーサー）がいる場合は，責任著者

の氏名の右肩にダガー（†）を付け，脚注に連絡先（メールアドレス）

を記載することができる。  



③  著者の所属は，論文投稿時のものとし，本学在籍者は大学名・キャン

パス及び専攻名等又はセンター名，他機関所属者は大学名・学部名等を

記載すること。ただし，退職等により本学に在籍しないこととなった者

（名誉教授を除く。）については，本学在籍時のものを記載することがで

きる。  

④  投稿後の異動先が決定している場合は，脚注に異動後の所属を示すこ

とができる。  

⑤  共著の場合は，アスタリスクを付すことにより，所属を区別すること。  

 

5. 論文の概要は，原則として英文 200ワード以内又は和文 400字以内とし，

論文冒頭部と本文との間に記載し，見出しの表記は，「概要」又は「 ABSTRACT」

とする。  

 

6. 単位は，原則として国際単位系（ SI）を使用する。  

 

7. 図表又は写真は，論文中に貼り付ける。ただし，当該図表又は写真を添

付したうえで，論文中に，掲載する位置及び大きさ等を明確に記載する方

法によることもできる。  

 

8. 引用・参考文献の記載方法は以下のとおりとする。  

(1) 文献は，本文の後に，「参考文献」，「引用文献」又は「 REFERENCES」と

の見出しを設けたうえで一括して記載するものとし，記載の順序は第一

著者のアルファベット順とする。この場合において，第一著者が同一の

場合は，第二著者以降のアルファベット順とし，著者が同一の場合は，

本文中の出現順とする。ただし，本文中に脚注又は注番号を付して引用

する場合は，この限りではない。  

(2) 文献が論文の場合は，著者名，発行年，論文名，掲載誌名，巻号，ペー

ジを記載する。  

(3) 文献が書籍の場合は，著者名（又は編著者名，監修者名），発行年，書

名，引用ページ（あるいは総ページ数），出版社名を記載する。  

(4) 文献がウェブサイト中の記事等の場合は，作成者名，作成年，ウェブ

サイト名称， URL，閲覧年月日を記載する。  

(5) (1)～ (4)にかかわらず，学会等が発行する学術雑誌の慣例に従った方

法によることができる。ただし，この場合は，投稿申込書に当該雑誌名

を記入すること。  

 

9. 論文の末尾に，単著の場合は投稿時の所属及び職名を，共著の場合は，

著者全員の氏名，及びその投稿時の所属並びに職名を記載する。  

単著  （○○校准教授）  

共著  （教育  太郎  ○○校教授）   

（教育  花子  ○○校令和○年度卒業）  

（教育  次郎  ○○市立○○中学校教諭）  



 

附  則  

この事項は令和 6年 12月 11日から施行する。  


